
一
頁

私
立
学
校
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
の
四
を
第
四
十
条
の
五
と
し
、
第
四
十
条
の
三
を
第
四
十
条
の
四
と
し
、
第
四
十
条
の
二
を
第
四
十
条
の
三
と
し

、
第
四
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
忠
実
義
務
）

第
四
十
条
の
二

理
事
は
、
法
令
及
び
寄
附
行
為
を
遵
守
し
、
学
校
法
人
の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
六
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
措
置
命
令
等
）

第
六
十
条

所
轄
庁
は
、
学
校
法
人
が
、
法
令
の
規
定
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
所
轄
庁
の
処
分
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

し
、
又
は
そ
の
運
営
が
著
し
く
適
正
を
欠
く
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
学
校
法
人
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
違
反
の
停
止

、
運
営
の
改
善
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

所
轄
庁
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
私
立
学
校
審
議
会
等
の
意
見



二
頁

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

所
轄
庁
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
お
い
て
、
所
轄
庁
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
代
え
て
私
立
学
校
審
議
会
等
に
よ

る
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
当
該
弁
明
の
た
め
に
出
席
す
べ
き
私
立
学
校
審
議
会
等
の
日
時

及
び
場
所
並
び
に
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
弁
明
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
弁
明
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

私
立
学
校
審
議
会
等
は
、
当
該
学
校
法
人
が
私
立
学
校
審
議
会
等
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
求
め
た
と
き
は
、
所
轄

庁
に
代
わ
つ
て
弁
明
の
機
会
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
弁
明
は
、
当
該
学
校
法
人
が
弁
明
書
を
提
出
し
て
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
を
除
き
、
私
立
学
校
審

議
会
等
に
出
席
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

６

行
政
手
続
法
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
十
一
条
（
同
法
第
十
六
条
の
準
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
私
立
学
校
審
議
会
等
が
行
う
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
六
条
第
四
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
、
「
私
立
学
校
法
第
二
十
六
条
第
二



三
頁

項
の
私
立
学
校
審
議
会
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
私
立
学
校
審
議
会
等
が
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
場
合
に
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
（
第
十
二
条

及
び
第
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

９

学
校
法
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
所
轄
庁
は
、
当
該
学
校
法
人
に
対
し
、
役
員
の
解

任
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

所
轄
庁
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
学
校
法
人
の
理
事
又
は
解
任

10
し
よ
う
と
す
る
役
員
に
対
し
て
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
審
議
会
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

行
政
手
続
法
第
三
章
第
三
節
の
規
定
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
弁
明
に
つ
い
て
準

11
用
す
る
。

第
六
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



四
頁

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
停
止
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
削
る
。

第
六
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
六
十
三
条

所
轄
庁
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
学
校
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の

状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
学
校
法
人
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
若
し
く
は

財
産
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
十
五
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
三
」
を
「
第
四
十
条
の
四
」
に
、
「
第
四
十
条
の
四
」
を
「
第
四
十
条
の
五
」
に
、
「

第
六
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
」
を
「
第
六
十

条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
項
（
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条



五
頁

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
項
（
第
六
十
条
第
十
一
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

十
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
一
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
」
に
改
め
、
「
第
六
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
第
六
十
三
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
」
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）



六
頁

２

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
の
項
中
「
第
四
十
条
の
三
」
を
「
第
四
十
条
の
四
」
に

、
「
第
四
十
条
の
四
」
を
「
第
四
十
条
の
五
」
に
、
「
第
六
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
」
を
「
第
六
十
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
二
項
（
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
項
（
第

六
十
条
第
十
一
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
項
（
第

六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
六
十
一
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
」
に
改
め
、
「
第
六
十

二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
第
六
十

三
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
の
一
部
改
正
）

３

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
中
「
私
立
学
校
法
」
の
下
に
「
第
六
十
条
第
一
項
又
は
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え



七
頁

る
。五

学
園
に
対
し
て
私
立
学
校
法
第
六
十
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
。



八
頁

理

由

私
立
学
校
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
理
事
に
つ
い
て
忠
実
義
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
校
法
人
が
法
令
の
規
定
に

違
反
し
た
と
き
等
に
所
轄
庁
が
当
該
学
校
法
人
に
対
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


